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NPO法人世田谷ミニキャブ区民の会　荻野陽一


　世田谷移動サービス協議会主催　公開セミナー

「福祉移動の事故から学ぶ。そのとき何が。これから何を。

～再発防止のために～」

レポート

1． 日　時
２００７年１２月１９日（水）１９時から２１時３０分


2． 会　場
北沢タウンホール１１Ｆ　らぷらす　研修室３

3． 講師
・大曾根貢氏（警視庁交通部交通総務課　交通安全教育センター係長）
・武本　英之氏（東京交通新聞社）
・竹ノ内博美氏（東京交通新聞社）


4． 参加者
福祉移動実施団体関係者（世田谷区内外）、助成団体関係者、福祉施設職員
その他関心のある方々　講師も含め、総勢３５名


5． 経　緯；2007年７月21日に発生した世田谷で移動サービスを行ってきた仲間の移
　　　　動サービス中の死亡事故は、ともに活動してきた私たちに大きな衝撃を与
　　　　えた。事故は誰にでも起こりうる。目をそむけてはいけない。私たちはこ
　　　　の事故を正面から受け止め、単なる個人のヒューマンエラーで終わらせる
　　　　のではなく、関係者が一人ひとりが自分の問題として捉え、再発防止への
　　　　取り組みの第一歩とすることを趣旨として企画した。

6． 事故の概要
資料１参照
◎ポイント
　①リフト操作をしようと（まだ下ろしていなかった）車を離れたところ車が動き
　　出した。車を停めようと運転席のドアを開け、手でブレーキペダルを押そうと
　　したが、アクセルペダルが押されて車両が前進、街頭と車両に挟まれて運転者
　　が亡くなったとみられる。
　②サイドブレーキがキッチリ最後まで引かれておらず、ミッションレンジが「ド
　　ライブ」になっていた模様。
　③運転者は慌てていてアクセルペダルを押してしまったのか、ブレーキペダルを
　　押そうとしたが、はずみで腕か肘がブレーキペダルより手前のアクセルペダル
　　に触れて押されてしまったのか、定ではない。
　④利用者と介助者は、道路の反対側で迎えを待っていたため、運転席側で起きた
　　ことを正確に目撃してはいない。

7． セミナー当日の様子
今回の事故に関し警察の立場からコメントをということで、警視庁交通部交通総務課交通安全教育センターの大曾根係長よりお話しを伺った。車は、エンジンをかけたままで、ミッションが“ドライブ”に入っていたものと思われ、警察の立場からすると、安全な状態にせずして車を離れたという行為は道路交通法違反にあたるということで、大曽根係長の立場からはこれ以上のコメントは出来ないということだった。
続いてこの事故を取材した東京交通新聞社から武本英之記者、同じく竹ノ内博美記者よりお話しを伺った。お話しのポイントと意見交換の要旨は以下の通り。
　①運送・輸送の分野では、運行件数が多くなれば、事故は増える。そうなった場
　　合、様々なオーダーに対して、優先順位を付けて対応するか、事故防止に力を
　　入れる必要が出てくるのではないだろうか。事故防止マニュアルの作成やスキ
　　ルアップを図るための講習など事故防止に比重が高くならざるを得ない。ただ
　　し、厳しいハードルにしすぎると運転協力者が減ってしまうという恐れがあり、
　　難しい問題。
　②車両については、取材した限りニッサンよりトヨタのほうが、ヒューマンエラ
　　ーの対策は充実しているようだ。しかし、今回のような行為は、道路交通法違
　　反であり、交通違反の行為に対して、車両設備に対策を儲けるという考え方を
　　持つべきなのか、そこまで対策を充実させれば、操作方法が複雑・煩雑になり、
　　別の意味で誤操作を招く恐れも出てくる。
　③参加者間の意見交換では、今回の事故は福祉車両だからゆえの事故というより、
　　どんな車でも起こりうるケース。ヒューマンエラーを防ぐためのシステムが必
　　要。具体的に事例検討したい。メーカー側の意見が聞きたいといった意見が出
　　された。
　④検討課題として以下のようなことがあげられた。

　　　　１）エンジンをかけていないとリフト操作が出来ない車がよいのか。望まれる
　　　　　　車両の操作性を車両メーカーに伝えて、ガイドラインを策定するよう求め
　　　　　　ていくか。

　　　　２）団体でヒューマンエラーを防ぐ方策を考えるのか。運輸業では運転者の腰
　　　　　　に鍵がつけてあり、体が座席を離れるときは必ず鍵が抜けるようにしてい
　　　　　　るケースもある。
　　　　３）道路交通法違反の行為（過失でも）をいかに防ぐか。
　　　　４）事故に遭遇した、または事故に遭った利用者や運転者のケア・フォローは
　　　　　　どのようにすべきか？
　　　　５）今回の事故は、福祉車両特有の部分以外のところで起こっているので、単
　　　　　　にリフトやスロープへの対策では不十分。

8． 雑感
事故を正面から取り上げて勉強し合うのは、ナーバスな部分の多く難しいせいか余り行ってこなかったように思う。そのせいか関心も高く、予想を上回る参加者が集まった。地元のNPOで起きたショッキングな事故で、身近であるからこそ学べるのものも多いだろう。こうした勉強会を継続して開催することは必要である。

